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§１．研究成果の概要 

 

神経細胞の樹状突起は微小なため、従来の電極を使った電気

生理学的手法だけでは、その活動を計測することは物理的に困難

である。本研究では、空間光変調器（LCOS-SLM）を使ってニュー

ロンの微小構造の神経活動操作と活動計測を同時におこなうため

の新規光操作技術の確立をおこなう（右図）。２０２１年度は、生体

脳（in vivo）におけるニューロンの活動を操作するため、SLM と超短

パルスレーザーを使った光操作システムの開発をおこなった。その

結果、培養細胞において、ターゲットとする領域の光操作ができて

いることを確認することができた。また、生体脳においてこれら光刺

激によって誘導される神経活動やその下流の分子動態を高S/N比

で検出することが可能な新規センサーを開発することに成功した。 
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